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広  報

令和３年度
龍郷町職員配置一覧

\ 新 設 /
子ども子育て応援課

2021

６月号令和３年

龍郷町の人口　令和３年４月末現在(前年比)　3,141世帯（+22） 男2,907人（-１） 女3,108人（+16） 計6,015人（+15）

大勝放課後児童
クラブのみなさん
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プレパパママ教室

予約制

妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

〇 保健センター開放日  毎週月・金曜日10：30～16：00
● 子育てサロン（午前中）
◎ 相談日（午前中）

問  役 場 子 ど も 子 育 て 応 援 課 　 ☎ ６ ９ - ４ ５ ５ ５

　不安や悩み事もいっぱいの妊娠期…幸せいっぱいの妊娠期間が過ごせる
ように、龍郷町ではプレパパママ教室を開催しています。妊娠中や子育て中
は誰でもわからないことや心配事が多いものです。町内で、同じ時期に出産
を迎えるお母さんたちや先輩お母さんたちと気楽におしゃべりしてみませ
んか？お父さんの参加も大歓迎です！

　子育て中のお母さんお父
さん、親子でサロンに遊びに
来ませんか？お子さんの成
長に合わせた運動遊びや感
覚遊びを楽しみましょう！

場所　保健センター
　　　どぅくさぁや館２階

第１回　９/12（日） 第２回　２/20（日） 時間　9：30～12：00

子育てサロン

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第２・４金曜日　10：30～12：00

　保健センターの開放に合わせ
て、保健師・保育士が妊娠期や子育
て期の相談を行います。予約の必
要はありませんので、どうぞお気
軽にご相談ください。

子育て相談日

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第3金曜日　10：30～12：00

助産師さんを講師に招き、妊娠期から出産後までのお話をします。
実際に沐浴体験も行います。ぜひ、お父さんもご一緒に参加してください。

申し込み〆切８月31日 申し込み〆切２月７日 頃まで

妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

各種日程は
本誌P20（裏表紙）予定表や
町公式HPでも確認できます。

子ども子育て応援課
私たちが応援します

新 設

　今年度新設された子ども子育て応援課では、子育て世代包括支援
センターと連動した、子育て世代への切れ目のない支援の充実強化
を図ります。
　また、現在実施している子ども医療費の無料化を高校生まで拡大し、
出産祝金（玉黄金応援金）についても増額して支給します。
　第２期子ども子育て支援事業計画に基づき、昨年度開設したファ
ミリーサポートセンターにおいて、今年度より病児・病後児預かり
を開始するなど、子育て応援グランマ・グランパ制度をさらに充実し、
地域全体で子育て世代を支える体制づくりに努めます。

　厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな
成長について国民全体で考えることを目的に、毎年５
月５日の「こどもの日」から１週間を児童福祉週間と
定めています。龍郷町では、児童の健やかなる育ちを
みんなで意識した週間となることを目的に、「願いをの
せた鯉のぼり！」と題し、子ども達や家族が作った鯉
のぼりを国道沿いや庁舎内に飾りました。

生きる権利

子どもには心身ともに健康に
自分らしく育つための権利があります

守られる権利 育つ権利 参加する権利

まーじんま 我々の宝を守っていきましょう

「あたたかい ことばがつなぐ こころのわ」

健やかで安心して暮らせる健康、福祉のまちづくり

令和３年度児童福祉週間標語  香川県の上村藍子さん（11歳）の作品

子ども子育て応援課長
加藤  寛之

子ども子育て応援課長補佐
松尾  昭宏

子ども子育て応援課（保育士）
川口　みどり

　4月20日、あすぱら保育園（玉里）と菱興商事株
式会社（中勝）の共催により、不審者対応訓練が行
われました。同保育園では近隣の事業所に「見守り
隊」としての協力を依頼しており、この日の訓練で
は不審者を確認後、園児達はすぐに裏口から近所
の事業所に避難。先生や見守り隊が、さすまたや
ネットランチャー等を用いて、不審者に対応しま
した。また、参加した保育園等関係者で日頃から
行っている対策について情報共有を行いました。

　５月１日、飲食店「すごろく」（玉里）が、町内の
放課後児童クラブに約60個のお弁当を無料配布
しました。同店は４月末をもって閉店のため今
までの感謝を込めて配布を行ったとのこと。こ
の日、赤徳学童では「すごろくさん、おいしいお
弁当ありがとう」と書かれた手作りメッセージ
カードをプレゼントしました。

地域のみなさんも子育て応援しています！

子育て世帯
応援します
GO!GO!!
　たつGO!

子育て中の
パパ・ママを
応援していますよ～

少子化対策にも
力を入れます！

R3 R4

貞 佑汰 岡本 綾乃 碩 裕太 竹元 ゆう奈 佐藤 愛 蘇 瑠璃貞 佑汰 岡本 綾乃 碩 裕太 竹元 ゆう奈 佐藤 愛 蘇 瑠璃



-3- Tatsugo

令
和
３
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

夜
間
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

よ
ろ
ず
支
援

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
設
・
子
ど
も

子
育
て
応
援
課

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年

職
員
配
置
一
覧

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

そ
の
他

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

プレパパママ教室

予約制

妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

〇 保健センター開放日  毎週月・金曜日10：30～16：00
● 子育てサロン（午前中）
◎ 相談日（午前中）

問  役 場 子 ど も 子 育 て 応 援 課 　 ☎ ６ ９ - ４ ５ ５ ５

　不安や悩み事もいっぱいの妊娠期…幸せいっぱいの妊娠期間が過ごせる
ように、龍郷町ではプレパパママ教室を開催しています。妊娠中や子育て中
は誰でもわからないことや心配事が多いものです。町内で、同じ時期に出産
を迎えるお母さんたちや先輩お母さんたちと気楽におしゃべりしてみませ
んか？お父さんの参加も大歓迎です！

　子育て中のお母さんお父
さん、親子でサロンに遊びに
来ませんか？お子さんの成
長に合わせた運動遊びや感
覚遊びを楽しみましょう！

場所　保健センター
　　　どぅくさぁや館２階

第１回　９/12（日） 第２回　２/20（日） 時間　9：30～12：00

子育てサロン

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第２・４金曜日　10：30～12：00

　保健センターの開放に合わせ
て、保健師・保育士が妊娠期や子育
て期の相談を行います。予約の必
要はありませんので、どうぞお気
軽にご相談ください。

子育て相談日

場所　保健センターどぅくさぁや館２階

日時　第3金曜日　10：30～12：00

助産師さんを講師に招き、妊娠期から出産後までのお話をします。
実際に沐浴体験も行います。ぜひ、お父さんもご一緒に参加してください。

申し込み〆切８月31日 申し込み〆切２月７日 頃まで

妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポートします！

各種日程は
本誌P20（裏表紙）予定表や
町公式HPでも確認できます。

子ども子育て応援課
私たちが応援します

新 設

　今年度新設された子ども子育て応援課では、子育て世代包括支援
センターと連動した、子育て世代への切れ目のない支援の充実強化
を図ります。
　また、現在実施している子ども医療費の無料化を高校生まで拡大し、
出産祝金（玉黄金応援金）についても増額して支給します。
　第２期子ども子育て支援事業計画に基づき、昨年度開設したファ
ミリーサポートセンターにおいて、今年度より病児・病後児預かり
を開始するなど、子育て応援グランマ・グランパ制度をさらに充実し、
地域全体で子育て世代を支える体制づくりに努めます。

　厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな
成長について国民全体で考えることを目的に、毎年５
月５日の「こどもの日」から１週間を児童福祉週間と
定めています。龍郷町では、児童の健やかなる育ちを
みんなで意識した週間となることを目的に、「願いをの
せた鯉のぼり！」と題し、子ども達や家族が作った鯉
のぼりを国道沿いや庁舎内に飾りました。

生きる権利

子どもには心身ともに健康に
自分らしく育つための権利があります

守られる権利 育つ権利 参加する権利

まーじんま 我々の宝を守っていきましょう

「あたたかい ことばがつなぐ こころのわ」

健やかで安心して暮らせる健康、福祉のまちづくり

令和３年度児童福祉週間標語  香川県の上村藍子さん（11歳）の作品

子ども子育て応援課長
加藤  寛之

子ども子育て応援課長補佐
松尾  昭宏

子ども子育て応援課（保育士）
川口　みどり

　4月20日、あすぱら保育園（玉里）と菱興商事株
式会社（中勝）の共催により、不審者対応訓練が行
われました。同保育園では近隣の事業所に「見守り
隊」としての協力を依頼しており、この日の訓練で
は不審者を確認後、園児達はすぐに裏口から近所
の事業所に避難。先生や見守り隊が、さすまたや
ネットランチャー等を用いて、不審者に対応しま
した。また、参加した保育園等関係者で日頃から
行っている対策について情報共有を行いました。

　５月１日、飲食店「すごろく」（玉里）が、町内の
放課後児童クラブに約60個のお弁当を無料配布
しました。同店は４月末をもって閉店のため今
までの感謝を込めて配布を行ったとのこと。こ
の日、赤徳学童では「すごろくさん、おいしいお
弁当ありがとう」と書かれた手作りメッセージ
カードをプレゼントしました。

地域のみなさんも子育て応援しています！

子育て世帯
応援します
GO!GO!!
　たつGO!

子育て中の
パパ・ママを
応援していますよ～

少子化対策にも
力を入れます！

R3 R4

貞 佑汰 岡本 綾乃 碩 裕太 竹元 ゆう奈 佐藤 愛 蘇 瑠璃貞 佑汰 岡本 綾乃 碩 裕太 竹元 ゆう奈 佐藤 愛 蘇 瑠璃



Tatsugo -4-

令
和
３
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

夜
間
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

よ
ろ
ず
支
援

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
設
・
子
ど
も

子
育
て
応
援
課

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年

職
員
配
置
一
覧

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

そ
の
他

お
知
ら
せ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

男
女
共
同
参
画

Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題
Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題
奄美ワクチンセンター

高齢者のワクチン接種はじまる

　奄美ワクチンセンター（奄美文化センター内）にて、65歳以上
の高齢者を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種がス
タートしました。同センターは奄美市と合同で開設され、初日
は245人（うち龍郷町民48人）が接種を終えました。予約は30分
毎に20人を受付、5月23日までに約3500人（うち龍郷町600人）が
1回目の接種を終え、その後はりゅうがく館での接種を予定し
ています。
　第２期として、接種を終えていない高齢者の他、基礎疾患の
ある方を対象とした接種が６月14日より開始予定です。

５.３
台湾選手団ホストタウン、龍郷町と大崎町に

対する友好表敬記念式典

台湾からパイナップル100個寄贈

　東京五輪・パラリンピック、台湾選手団のホスト
タウンである龍郷町はこの日、友好表敬式典に参
加。台北駐日経済文化代表処の謝長廷駐在代表から
友好の証として、町に100個の台湾パイナップルを
寄贈していただいたほか、町から台湾へ奄美黒糖焼
酎を贈りました。竹田町長は「西郷菊次郎翁が縁で
交流が始まった。コロナに負けず、事後交流の促進
につながることを期待している」と述べました。

４.26

龍郷消防分署

救急車内等をオゾンガスで除染

　龍郷消防分署では、新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金を活用し、オゾ
ンガス式除染装置と、オゾン水機を設置しま
した。奈良県立医科大学などは、新型コロナウ
イルスがオゾンガスによって無毒化すること
を発表しており、全国の医療現場に導入され
ています。

一般社団法人エコロジー・カフェから寄贈

文字のない絵本、楽しんで

　一般社団法人エコロジー・カフェ（東京都）か
ら、町内すべての保育所（園）に文字がない絵本

「たたちゃんのだいぼうけん」「森のふくろう」
「ルナとこぐまたち」を寄贈していただきまし
た。子どもたちは自然を題材にしたユニークな
絵本を夢中で眺めていました。一般向けにも寄
贈いただき、りゅうがく館図書館で取り扱って
います。

東京オリンピック・パラリンピック

奄美初の聖火リレーに参加

　東京五輪の聖火リレーが４月27日から鹿児島県内で
スタートし、奄美市名瀬では奄美群島各市町村18人のラ
ンナーが、2.9キロの道のりを聖火でつなぎました。龍郷
町からは一般応募から選ばれた加藤竹虎さん（大勝・写
真右）と、サポートランナーとして前田伊織さん（浦・写
真左）が参加しました。加藤さんは「緊張したけど、いい
記念になりました」と話しました。

４.27

町内の子ども達に配布

「甘くておいしいね」

　町では台湾から頂いたパイナップルを町内の保
育所、また各小中学校の給食用に配布しました。
　戸口小学校では、給食時間に合わせ放送係の児
童が「台湾のパイナップルは芯の部分も柔らかく、
甘いのが特徴です」と伝え、児童たちは口いっぱい
にパイナップルをほおばり、「甘いね」「おいしい
ね」と笑顔で食していました。この夏開催される

「青少年ミュージカル・KIKUJIRO」で西郷菊次郎
翁の少年期役を演じる、栄隼平さん（上戸口・写真
上 前列左から２番目）は、「菊次郎さんが活躍した
台湾でパイナップルが有名だとは知らなかった。
甘酸っぱくておいしかった」と話してくれました。
　大勝保育所の子ども達も、「甘いね」と大喜び。教
室は甘い香りと笑顔であふれていました。(写真下)

５.13・17

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島

世界自然遺産登録、「登録」勧告

　ＩＵＣＮは「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西
表島」の世界自然遺産への登録がふさわしいとする
勧告を行いました。平成15年、環境省と林野庁の検
討会において奄美大島を含む「琉球諸島」が世界遺
産の登録基準を満たす可能性が高い地域であると
選定され18年目の悲願となります。
　竹田町長は「これからも国・県・地元市町村・関係
団体などと連携しながら登録をしっかり見据え、自
然環境を保全しながら、持続可能な利用に向けた取
組みを進めていきたい」と述べました。

５.10

シャ チョウテイ
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　奄美ワクチンセンター（奄美文化センター内）にて、65歳以上
の高齢者を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種がス
タートしました。同センターは奄美市と合同で開設され、初日
は245人（うち龍郷町民48人）が接種を終えました。予約は30分
毎に20人を受付、5月23日までに約3500人（うち龍郷町600人）が
1回目の接種を終え、その後はりゅうがく館での接種を予定し
ています。
　第２期として、接種を終えていない高齢者の他、基礎疾患の
ある方を対象とした接種が６月14日より開始予定です。

５.３
台湾選手団ホストタウン、龍郷町と大崎町に

対する友好表敬記念式典

台湾からパイナップル100個寄贈

　東京五輪・パラリンピック、台湾選手団のホスト
タウンである龍郷町はこの日、友好表敬式典に参
加。台北駐日経済文化代表処の謝長廷駐在代表から
友好の証として、町に100個の台湾パイナップルを
寄贈していただいたほか、町から台湾へ奄美黒糖焼
酎を贈りました。竹田町長は「西郷菊次郎翁が縁で
交流が始まった。コロナに負けず、事後交流の促進
につながることを期待している」と述べました。

４.26

龍郷消防分署

救急車内等をオゾンガスで除染

　龍郷消防分署では、新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金を活用し、オゾ
ンガス式除染装置と、オゾン水機を設置しま
した。奈良県立医科大学などは、新型コロナウ
イルスがオゾンガスによって無毒化すること
を発表しており、全国の医療現場に導入され
ています。

一般社団法人エコロジー・カフェから寄贈

文字のない絵本、楽しんで

　一般社団法人エコロジー・カフェ（東京都）か
ら、町内すべての保育所（園）に文字がない絵本

「たたちゃんのだいぼうけん」「森のふくろう」
「ルナとこぐまたち」を寄贈していただきまし
た。子どもたちは自然を題材にしたユニークな
絵本を夢中で眺めていました。一般向けにも寄
贈いただき、りゅうがく館図書館で取り扱って
います。

東京オリンピック・パラリンピック

奄美初の聖火リレーに参加

　東京五輪の聖火リレーが４月27日から鹿児島県内で
スタートし、奄美市名瀬では奄美群島各市町村18人のラ
ンナーが、2.9キロの道のりを聖火でつなぎました。龍郷
町からは一般応募から選ばれた加藤竹虎さん（大勝・写
真右）と、サポートランナーとして前田伊織さん（浦・写
真左）が参加しました。加藤さんは「緊張したけど、いい
記念になりました」と話しました。

４.27

町内の子ども達に配布

「甘くておいしいね」

　町では台湾から頂いたパイナップルを町内の保
育所、また各小中学校の給食用に配布しました。
　戸口小学校では、給食時間に合わせ放送係の児
童が「台湾のパイナップルは芯の部分も柔らかく、
甘いのが特徴です」と伝え、児童たちは口いっぱい
にパイナップルをほおばり、「甘いね」「おいしい
ね」と笑顔で食していました。この夏開催される

「青少年ミュージカル・KIKUJIRO」で西郷菊次郎
翁の少年期役を演じる、栄隼平さん（上戸口・写真
上 前列左から２番目）は、「菊次郎さんが活躍した
台湾でパイナップルが有名だとは知らなかった。
甘酸っぱくておいしかった」と話してくれました。
　大勝保育所の子ども達も、「甘いね」と大喜び。教
室は甘い香りと笑顔であふれていました。(写真下)

５.13・17

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島

世界自然遺産登録、「登録」勧告

　ＩＵＣＮは「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西
表島」の世界自然遺産への登録がふさわしいとする
勧告を行いました。平成15年、環境省と林野庁の検
討会において奄美大島を含む「琉球諸島」が世界遺
産の登録基準を満たす可能性が高い地域であると
選定され18年目の悲願となります。
　竹田町長は「これからも国・県・地元市町村・関係
団体などと連携しながら登録をしっかり見据え、自
然環境を保全しながら、持続可能な利用に向けた取
組みを進めていきたい」と述べました。

５.10

シャ チョウテイ
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移
住
し
て
８
年
目
、手
広
で
民
宿「
結
の
家
」を

営
む
樋
口
さ
ん
ご
夫
婦
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

方
言
は
今
も
難
し
い
で
す(

笑)

森「
移
住
の
き
っ
か
け
は
？
」

樋
口「
埼
玉
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、定
年

を
迎
え
ゆ
っ
く
り
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、親
戚
が
所
有
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
管
理
を
し
な
い
か
？
と
い
う
声
を
も
ら
い
、

奄
美
大
島
へ
来
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。初

め
て
の
来
島
で
移
住
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

1

月
な
の
に
暖
か
い
と
い
う
島
の
気
候
に
惹
か

れ
、す
ぐ
に
移
住
を
決
め
ま
し
た
。」

森「
住
ま
い
も
仕
事
も
あ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
移

住
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、何
か
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
？
」

樋
口「
特
別
困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
移
住
し
て
す
ぐ
に
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
っ
た
時
、方
言
の
難
し
さ
に
少
し
戸
惑
い

ま
し
た
。８
年
目
の
今
も
聞
き
取
る
の
は
難

し
い
で
す
。(
笑
)」

森「
宿
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
苦
労
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

樋
口「
特
に
苦
労
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。宿

と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の
だ
！
と
い
う

考
え
を
持
た
ず
に
、色
ん
な
人
の
意
見
を
取

り
入
れ
、お
客
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

森「
島
暮
ら
し
の
魅
力
は
？
」

樋
口「
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
所

に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、宿
の
名
前
で
も

あ
る『
結
』の
精
神
が
根
付
い
て
い
る
所
も
魅

力
で
す
。集
会
に
も
家
族
み
ん
な
で
参
加
し

ま
す
し
、何
か
あ
れ
ば
助
け
合
い
、家
族
の
絆

を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。」

龍
郷
町
の
誇
り

森「
龍
郷
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？
」

樋
口「
龍
郷
町
は
、町
民
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
で
西

郷
隆
盛
さ
ん
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

と
で
、『
紬
』と
い
う
大
事
な
伝
統
・
歴
史
・
文
化

に
対
し
、町
民
の
意
識
も
高
ま
り
、誇
り
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
む
と

い
う
力
が
強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。み
ん
な
が
一
つ
の
も
の
に
目
を
向
け

る
と
い
う
こ
と
は
他
の
地
域
で
は
中
々
な
い

の
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

流
れ
に
身
を
任
し
て
暮
ら
す
の
も
大
事

森「
最
後
に
移
住
者
に
向
け
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
け
ま
す
か
？
」

樋
口「
移
住
希
望
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
相
談

を
受
け
る
の
で
す
が
、『
自
分
で
決
め
る
』と

い
う
強
さ
を
持
ち
、あ
る
程
度
た
く
さ
ん
の

事
を
経
験
し
て
か
ら
移
住
し
、肩
の
力
を
抜

い
て
島
の
文
化
を
受
け
入
れ
、流
れ
に
身
を

任
し
て
暮
ら
す
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
理
想
を
持
ち
す
ぎ
ず
、あ
ま
り
望
ま

ず
、日
々
暮
ら
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
子
育
て
で
あ
っ
た
り
、
サ
ー

フ
ィ
ン
で
あ
っ
た
り
、何
か
ひ
と
つ
譲
れ
な

い
も
の
が
あ
る
な
ら
、そ
の
他
は
状
況
に
合

わ
せ
て
進
ん
で
い
け
ば
移
住
生
活
も
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
気
が
し
ま
す
。島
の
生
活
は
人
と

の
繋
が
り
が
強
く
、そ
れ
を
大
変
に
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
助

け
合
い
の『
結
』の
精
神
が
島
の
暮
ら
し
だ
と

理
解
し
、受
け
入
れ
、合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

い
っ
た
感
じ
で
す
。庭
作
り
や
格
納
庫
な
ど
、

み
ん
な
が
好
意
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。荷

物
を
置
い
て
い
く
常
連
さ
ん
も
い
る
ん
で
す
。

(

笑)

」

森「
み
な
さ
ん
、第
二
の
実
家
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。宿
の
雰
囲
気
も
温

か
く
、帰
っ
て
き
た
˜
と
い
う
感
じ
が
し
て

落
ち
着
き
ま
す
。」

コ
ロ
ナ
禍
に
感
じ
た
繋
が
り

森「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、宿
を
経
営
す
る
こ
と

で
感
じ
た
こ
と
は
？
」

樋
口「
経
営
に
関
し
て
大
変
さ
は
特
に
感
じ

ず
、私
た
ち
自
身
は
外
に
も
出
ず
に
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
せ
て
い
ま
し
た
。内
地
に
い
る
子

ど
も
達
の
事
は
心
配
で
し
た
。ま
た
、た
く
さ

ん
の
お
客
様
か
ら
心
配
す
る
連
絡
を
頂
き
、

繋
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。」

　移住ガイドセンター「住もうディ！」がオープ
ンし、4組の方々が空き家バンクを通じ龍郷町へ

の移住が決定しました。しかし依然として住ま

いが見つからずお困りの方が沢山います。龍郷

町に空き家をお持ちの方がいましたら、ぜひ移

住ガイドセンターまでご相談ください。地域の

ために空き家を有効活用出来るようお手伝いさ

せてください。

樋口幸雄さん
樋口曉子さん 
手広集落在住
７年前、埼玉県蓮田
市から夫婦で移住。
民宿「結の家」経営。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　お忙しい中、インタビューを受けて下さり、本

当にありがとうございました。移住者として、心

動かされるお話をたくさん聞かせて頂きまし

た。樋口さんご夫婦、とても仲が良く素敵でし

た。「結の家」の雰囲気は、どこか懐かしく、心地

の良い空間だからこそ、人が集まるのだなと感

じました。ゆったりとした温かい時間を過ごせ、

元気を頂きました。次は子どもと一緒に伺いた

いと思います。
地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

集落や、町の魅力についてインタビューしました。
（左から）森まゆみ地域おこし協力隊、手広集落の樋口幸雄さん、樋口曉子さん

連載 vol.08

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊２年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊２年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

思わず「ただいま」と言ってしまいそう
な居心地のいい宿はリピーターが多い。
https://www.yoinoie.com
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は
他
の
地
域
で
は
中
々
な
い

の
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

流
れ
に
身
を
任
し
て
暮
ら
す
の
も
大
事

森「
最
後
に
移
住
者
に
向
け
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
け
ま
す
か
？
」

樋
口「
移
住
希
望
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
相
談

を
受
け
る
の
で
す
が
、『
自
分
で
決
め
る
』と

い
う
強
さ
を
持
ち
、あ
る
程
度
た
く
さ
ん
の

事
を
経
験
し
て
か
ら
移
住
し
、肩
の
力
を
抜

い
て
島
の
文
化
を
受
け
入
れ
、流
れ
に
身
を

任
し
て
暮
ら
す
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
理
想
を
持
ち
す
ぎ
ず
、あ
ま
り
望
ま

ず
、日
々
暮
ら
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
子
育
て
で
あ
っ
た
り
、
サ
ー

フ
ィ
ン
で
あ
っ
た
り
、何
か
ひ
と
つ
譲
れ
な

い
も
の
が
あ
る
な
ら
、そ
の
他
は
状
況
に
合

わ
せ
て
進
ん
で
い
け
ば
移
住
生
活
も
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
気
が
し
ま
す
。島
の
生
活
は
人
と

の
繋
が
り
が
強
く
、そ
れ
を
大
変
に
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
助

け
合
い
の『
結
』の
精
神
が
島
の
暮
ら
し
だ
と

理
解
し
、受
け
入
れ
、合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

い
っ
た
感
じ
で
す
。庭
作
り
や
格
納
庫
な
ど
、

み
ん
な
が
好
意
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。荷

物
を
置
い
て
い
く
常
連
さ
ん
も
い
る
ん
で
す
。

(

笑)

」

森「
み
な
さ
ん
、第
二
の
実
家
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。宿
の
雰
囲
気
も
温

か
く
、帰
っ
て
き
た
˜
と
い
う
感
じ
が
し
て

落
ち
着
き
ま
す
。」

コ
ロ
ナ
禍
に
感
じ
た
繋
が
り

森「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、宿
を
経
営
す
る
こ
と

で
感
じ
た
こ
と
は
？
」

樋
口「
経
営
に
関
し
て
大
変
さ
は
特
に
感
じ

ず
、私
た
ち
自
身
は
外
に
も
出
ず
に
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
せ
て
い
ま
し
た
。内
地
に
い
る
子

ど
も
達
の
事
は
心
配
で
し
た
。ま
た
、た
く
さ

ん
の
お
客
様
か
ら
心
配
す
る
連
絡
を
頂
き
、

繋
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。」

　移住ガイドセンター「住もうディ！」がオープ
ンし、4組の方々が空き家バンクを通じ龍郷町へ

の移住が決定しました。しかし依然として住ま

いが見つからずお困りの方が沢山います。龍郷

町に空き家をお持ちの方がいましたら、ぜひ移

住ガイドセンターまでご相談ください。地域の

ために空き家を有効活用出来るようお手伝いさ

せてください。

樋口幸雄さん
樋口曉子さん 
手広集落在住
７年前、埼玉県蓮田
市から夫婦で移住。
民宿「結の家」経営。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　お忙しい中、インタビューを受けて下さり、本

当にありがとうございました。移住者として、心

動かされるお話をたくさん聞かせて頂きまし

た。樋口さんご夫婦、とても仲が良く素敵でし

た。「結の家」の雰囲気は、どこか懐かしく、心地

の良い空間だからこそ、人が集まるのだなと感

じました。ゆったりとした温かい時間を過ごせ、

元気を頂きました。次は子どもと一緒に伺いた

いと思います。
地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

集落や、町の魅力についてインタビューしました。
（左から）森まゆみ地域おこし協力隊、手広集落の樋口幸雄さん、樋口曉子さん

連載 vol.08

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊２年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊２年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

思わず「ただいま」と言ってしまいそう
な居心地のいい宿はリピーターが多い。
https://www.yoinoie.com
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使わない空き家、 地域のために有効活用しませんか？

空き家情報公開中

家賃収入を固定資産税の支出に充てられます。
家は住まなくなると、あっという間に老朽化が
進みます。入居者には管理をしてもらうという
気持ちで貸し出してみてはいかがですか？

人が住むことで、地域の活性化に繋がります。
地域に空き家が多くなると、防犯・防災上の問
題や集落の景観悪化の問題が心配されます。

活
用
メ
リ
ッ
ト
①

活
用
メ
リ
ッ
ト
②

たつごう移住ガイドセンター

住もうディ！
龍郷町幾里423 荒波龍美館内 ☎0997-58-8843

午前10時～午後4時   休  水・木 

移住、空き家について
ご相談ください

地域おこし協力隊
（左）間弓祐次郎 (右）森 まゆみ

龍郷町空き家バンク制度

令和３年６月20（日）～６月26日（土）

ハンセン病問題を正しく理解する週間

　ハンセン病問題に対する解決の促進を図るために、鹿児島県では「ハンセン病問題を正

しく理解する週間」を定めています。

　誤った隔離政策によって、強制的に隔離され、ご本人だけでなく、ご家族も偏見や差別を受

け、多くの方々のかけがえのない人生が奪われました。病気が治っても家族の元へ帰れず、社会

復帰が難しい状況にあり、今もなお、多くの方々が、療養所での生活を余儀なくされています。

　長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病であった方々や家族が、平穏に安心して

生活できる地域づくりのために、また、二度とこのような悲しい歴史を繰り返さないため

に、私たち一人ひとりがハンセン病問題とは何かを正しく理解することが大切です。

・ハンセン病は、らい菌によっておこる感染症で、遺伝病ではありません。らい菌の感染力

は弱く、非常にうつりにくい病気です。また、早期発見と早期治療により、短期間で完治す

る病気です。わが国に感染源となるものはほとんどありません。

・現在、ハンセン病療養所に入所中の方で、ハンセン病の方はいません。ハンセン病であっ

た方々の身体の変形は、診断や治療が遅れたことによる後遺症です。

・国は平成８年の「らい予防法」廃止まで、この隔離政策をとり続けました。長年にわたるこ

の隔離政策などにより、ハンセン病は怖い病気という誤った考えが定着し、そのことが

様々な偏見・差別や人権侵害を引き起しました。昭和24年頃には、特効薬で完治するよう

になりましたが、偏見や差別が解消されることはありませんでした。ハンセン病元患者や

御家族の方々は、今も根強く残る偏見・差別に苦しんでいます。

・令和元年11月に「ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律」が施行さ

れ、対象となるハンセン病元患者のご家族に補償金が支給されます。

詳細は、厚生労働省ホームページか、窓口（03-3595-2262）にお問い合わせください。

ハンセン病問題に関する知識
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2021 夏公演予定・青少年ミュージカル

KIKUJIRO

龍南中学校１年　山口　京桜さん

　今はまだ完全に覚えていないけど、早く覚え

て８月は完璧な姿で色んな人に楽しんでほしい

です。私はもともとダンスや演技はあまり得意

ではないので、とても不安です。でも、たくさん

自分で勉強してもっと上手

くなって８月の公演を頑張

りたいです。　

戸口小学校６年　赤塚　伸春さん

　僕は、もともと踊ったり歌ったりするのが好き

で、お姉ちゃんに勧められて菊次郎ミュージカルに

入りました。最初は恥ずかしさもあって大きく動い

たりすることができなかったけど毎回の練習で、大

きな声の出し方や大きく体を

動かすことを教えてもらい、だ

んだんとできるようになって

きました。本番は、すごく緊張

すると思うけどいい演技がで

きるようにこれからの練習も

頑張りたいです。　

\ 担当者から聞く /
子ども達の成長の様子

　本番まで、3ヶ月。コロナ禍で思うような稽古ができない日々が続いています
が、メンバーはそれぞれの場所で集まって自主練習を積んでいます。貴重な
全体稽古の時は今まで以上に集中している様子です。更に新年度に入り進
級したことで、メンバーの顔つきも変わってきました。稽古準備や片付け
も率先し、ダンスや芝居などでは、お互いの意見を言い合いながら取り組
んでいます。色々と不安な事もありますが、みんなで一致団結、同じ方向を向いて頑
張っています。                                        令和３年5月17日　龍郷町教育委員会　重田　美咲

のぶはる ゆ　ら

せんじゅ みくも

WeLove
\Tatsugo/

WeLove
\Tatsugo/

朝日中学校２年　里　美雲さん

　私が、菊次郎ミュージカルに入ったきっかけ

は、高校生の先輩から誘われたことです。もし、

誘われていなかったら面白い先輩やキラキラ笑

顔の後輩に出会えなかったし、優しく教えてく

れる太郎さんや剣ちゃんにも出会えてなかった

ので、本当に誘ってくれた

先輩には感謝しています。

８月の公演までには、お母

さんから「やる気のないダ

ンス」って言われるのを卒

業し、お客さんにいい姿見

せられるよう頑張ります。

　

龍南中学校１年　太利　千寿さん

　初めはミュージカルに全く興味がありませんで

した。でも、友達に誘われて練習に参加してみると、

私の今までのミュージカルというものに対する考

え方が変わりました。ダンスを見て最初に感じた事

は、踊ってる人達のように自分もなれるのか？とい

う心配でした。先にミュージカ

ルに参加していた友達に相談

してみると、「頑張れば、すぐで

きるようになるよ。」と言って

くれました。頑張って、早くみ

んなに追いつきたいです。　　

WeLove
\Tatsugo/

WeLove
\Tatsugo/
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1
( )
( )

( )
( )

1

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

６
月
10
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

６
月
17
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

６
月
24
日（
木
）

　
髙
橋
貴
子
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。奄

美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

河
川
愛
護
運
動
月
間

　
龍
郷
町
で
は
６

月
１
日（
火
）〜
７

月
15
日（
木
）を

河
川
愛
護
運
動

月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
河
川
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、町
民
の
自
主
的
な

河
川
愛
護
作
業
を
通
じ
て
、き
れ
い
な
河
川

環
境
の
保
全・創
出
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

目
的
　①
河
川
愛
護
思
想
の
普
及・啓
発
②

河
川
愛
護
作
業
に
よ
る
河
川
の
美
化
③
協

力
体
制
の
確
立

　
河
川
は
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
す
。ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※

愛
護
運
動
を
実
施
す
る
際
、集
落
に
は
役

場
よ
り
燃
料
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
建
設
課
☎（
６
９
）４
５
２
１

「
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た

い
」を
応
援
し
ま
す

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、若
年

者
の
就
職
に
向
け
た
自
立
への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

支
援
し
ま
す
。左
記
に
て
相
談
を
実
施
し

令
和
３
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

　
６
月
１
日
か
ら
７
月
12
日
ま
で
は
労
働
保

険
料
の
申
告
及
び
納
付
の
期
間
で
す
。

　
ｅ-

Ｇｏｖ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
申
告
も

可
能
で
す
。

　
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

事
業
所
の
皆
さ
ま

高
卒・大
卒
求
人
申
込
は
お
早
め
に

　
高
等
学
校
の
令
和
４
年
３
月
卒
業
予
定

者
を
対
象
と
し
た
求
人（
高
卒
求
人
）の
申

込
受
付
が
６
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、一
人
で
も
多
く
の
学

生
を
地
元
に
残
す
た
め
、採
用
計
画
及
び

求
人
提
出
は
６
月
中
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
大
学
・
専
門
学
校
等
の
令
和
４
年
４
月
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人（
大
卒
求

人
）も
現
在
受
付
中
で
す
の
で
、併
せ
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
☎（
５
２
）４
６
１
１

身
を
守
る
早
め
の
避
難

　
国
土
交
通
省
で
は
、土
砂
災
害
の
防
止
と

被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、毎
年
６
月
を

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
地
形
で
は
こ
ん
な
災
害
に
注
意
！

●
山
間
部
の
山
崩
れ…

集
中
豪
雨
だ
け
で
な

く
地
震
に
よ
っ
て
も
発
生
●
急
傾
斜
地
の
が

け
崩
れ…

豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
突
然
発
生
●

河
川
周
辺
の
洪
水…

豪
雨
に
よ
っ
て
河
川
の

流
域
や
、か
つ
て
河
川
敷
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
発

生
●
扇
状
部
の
土
石
流…

豪
雨
に
よ
っ
て
山

崩
れ
が
起
き
る
と
、土
石
流
の
危
険

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
範
囲
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
鹿
児
島
県
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
マ
ッ
プ
」で
検
索
ま
た

は
下
記
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■龍郷町役場■（代表）０９９７-６２-３１１１■平日 午前８時30分～午後５時15分開庁

　私達は時々、性別で区別し、子どもたちに「男の子だから、女の子だから」と行動を制限してはいないでしょうか。
その影響を受けた子どもたちは、性別で遊びの範囲を決め、友達にもそれを求めてしまうことがあります。
　私が学童で働き始めた頃、人形（ままごと）遊びをしている男の子をからかっている光景をよく目にしまし
た。そこで、「なぜ男の子が人形遊びをしてはいけないの？」と投げかけると、子どもたちは意見や想いを伝え
合いました。自ら伝え合うことで、最初は「男のくせにごっこ遊びして、変!」という否定から、「実は、自分はごっ
こ遊びが苦手」という本音へ、そして最後には「どんな遊びでも楽しかったらいいと思う」という肯定へと変
わっていきました。いけないこと、恥ずかしいことではないということに気付いたのです。今では、人形遊びを
している男の子がいても気にも留めません。そして今、子どもたちの間では裁縫がブームですが、８割が男の
子の作品です。
　性別に関わらず一人一人には、色々な違いがあります。子どもたちは一人一人の違いを豊かに重ねながら友達を大切
に過ごしています。この子たちの個性が十分に発揮できる社会であってほしいです。                      　　　               文：里 明美

男女共同参画地域推進員から no.5 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美

データから考える男女共同参画
出典：龍郷町住民記録年齢別人口集計表（基準日は各年とも4/1現在）

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
者
の
個
人
情
報
は
相
談
業
務
に
の
み

利
用
さ
れ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
15
歳
〜
49
歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の

家
族
、支
援
関
係
者（
就
職
氷
河
期
世
代
への

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
）

相
談
料
　
無
料

相
談
内
容
　
学
校
卒
業
時
や
中
退
時
に
進
路

が
決
まって
い
な
い
、働
い
た
経
験
は
あ
る
が
離

職
後一定
期
間
働
い
て
な
く
不
安
が
あ
る
等

　
か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ

ま
み
サ
テ
ラ
イ
ト
☎（
５
４
）０
０
０
１

am
am
i-saposute@

roukyou.gr.jp

本町における19歳以下人口の令和3年と平成23年を比較す
ると、男子は6％減、女子は10％減と、緩やかではあるが減
少傾向にある。
～女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ～
６月23日から６月29日までは男女共同参画週間です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この
機会に考えてみませんか？

土
砂
災
害
防
止
月
間

龍郷町男女共同参画推進員
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令
和
３
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

夜
間
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

よ
ろ
ず
支
援

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
設
・
子
ど
も

子
育
て
応
援
課

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年

職
員
配
置
一
覧

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

そ
の
他

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

1
( )
( )

( )
( )

1

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

６
月
10
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

６
月
17
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

６
月
24
日（
木
）

　
髙
橋
貴
子
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。奄

美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

河
川
愛
護
運
動
月
間

　
龍
郷
町
で
は
６

月
１
日（
火
）〜
７

月
15
日（
木
）を

河
川
愛
護
運
動

月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
河
川
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、町
民
の
自
主
的
な

河
川
愛
護
作
業
を
通
じ
て
、き
れ
い
な
河
川

環
境
の
保
全・創
出
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

目
的
　①
河
川
愛
護
思
想
の
普
及・啓
発
②

河
川
愛
護
作
業
に
よ
る
河
川
の
美
化
③
協

力
体
制
の
確
立

　
河
川
は
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
す
。ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※

愛
護
運
動
を
実
施
す
る
際
、集
落
に
は
役

場
よ
り
燃
料
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
建
設
課
☎（
６
９
）４
５
２
１

「
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た

い
」を
応
援
し
ま
す

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、若
年

者
の
就
職
に
向
け
た
自
立
への
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

支
援
し
ま
す
。左
記
に
て
相
談
を
実
施
し

令
和
３
年
度

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

　
６
月
１
日
か
ら
７
月
12
日
ま
で
は
労
働
保

険
料
の
申
告
及
び
納
付
の
期
間
で
す
。

　
ｅ-

Ｇｏｖ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
申
告
も

可
能
で
す
。

　
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

事
業
所
の
皆
さ
ま

高
卒・大
卒
求
人
申
込
は
お
早
め
に

　
高
等
学
校
の
令
和
４
年
３
月
卒
業
予
定

者
を
対
象
と
し
た
求
人（
高
卒
求
人
）の
申

込
受
付
が
６
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、一
人
で
も
多
く
の
学

生
を
地
元
に
残
す
た
め
、採
用
計
画
及
び

求
人
提
出
は
６
月
中
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
大
学
・
専
門
学
校
等
の
令
和
４
年
４
月
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人（
大
卒
求

人
）も
現
在
受
付
中
で
す
の
で
、併
せ
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
☎（
５
２
）４
６
１
１

身
を
守
る
早
め
の
避
難

　
国
土
交
通
省
で
は
、土
砂
災
害
の
防
止
と

被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、毎
年
６
月
を

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
地
形
で
は
こ
ん
な
災
害
に
注
意
！

●
山
間
部
の
山
崩
れ…
集
中
豪
雨
だ
け
で
な

く
地
震
に
よ
っ
て
も
発
生
●
急
傾
斜
地
の
が

け
崩
れ…

豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
突
然
発
生
●

河
川
周
辺
の
洪
水…

豪
雨
に
よ
っ
て
河
川
の

流
域
や
、か
つ
て
河
川
敷
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
発

生
●
扇
状
部
の
土
石
流…

豪
雨
に
よ
っ
て
山

崩
れ
が
起
き
る
と
、土
石
流
の
危
険

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
範
囲
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
鹿
児
島
県
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
マ
ッ
プ
」で
検
索
ま
た

は
下
記
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■龍郷町役場■（代表）０９９７-６２-３１１１■平日 午前８時30分～午後５時15分開庁

　私達は時々、性別で区別し、子どもたちに「男の子だから、女の子だから」と行動を制限してはいないでしょうか。
その影響を受けた子どもたちは、性別で遊びの範囲を決め、友達にもそれを求めてしまうことがあります。
　私が学童で働き始めた頃、人形（ままごと）遊びをしている男の子をからかっている光景をよく目にしまし
た。そこで、「なぜ男の子が人形遊びをしてはいけないの？」と投げかけると、子どもたちは意見や想いを伝え
合いました。自ら伝え合うことで、最初は「男のくせにごっこ遊びして、変!」という否定から、「実は、自分はごっ
こ遊びが苦手」という本音へ、そして最後には「どんな遊びでも楽しかったらいいと思う」という肯定へと変
わっていきました。いけないこと、恥ずかしいことではないということに気付いたのです。今では、人形遊びを
している男の子がいても気にも留めません。そして今、子どもたちの間では裁縫がブームですが、８割が男の
子の作品です。
　性別に関わらず一人一人には、色々な違いがあります。子どもたちは一人一人の違いを豊かに重ねながら友達を大切
に過ごしています。この子たちの個性が十分に発揮できる社会であってほしいです。                      　　　               文：里 明美

男女共同参画地域推進員から no.5 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美

データから考える男女共同参画
出典：龍郷町住民記録年齢別人口集計表（基準日は各年とも4/1現在）

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
者
の
個
人
情
報
は
相
談
業
務
に
の
み

利
用
さ
れ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
15
歳
〜
49
歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の

家
族
、支
援
関
係
者（
就
職
氷
河
期
世
代
への

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
）

相
談
料
　
無
料

相
談
内
容
　
学
校
卒
業
時
や
中
退
時
に
進
路

が
決
まって
い
な
い
、働
い
た
経
験
は
あ
る
が
離

職
後一定
期
間
働
い
て
な
く
不
安
が
あ
る
等

　
か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ

ま
み
サ
テ
ラ
イ
ト
☎（
５
４
）０
０
０
１

am
am
i-saposute@

roukyou.gr.jp

本町における19歳以下人口の令和3年と平成23年を比較す
ると、男子は6％減、女子は10％減と、緩やかではあるが減
少傾向にある。
～女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ～
６月23日から６月29日までは男女共同参画週間です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この
機会に考えてみませんか？

土
砂
災
害
防
止
月
間

龍郷町男女共同参画推進員
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令
和
３
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

夜
間
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

よ
ろ
ず
支
援

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
設
・
子
ど
も

子
育
て
応
援
課

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年

職
員
配
置
一
覧

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

そ
の
他

お
知
ら
せ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

男
女
共
同
参
画

き
、
ヒ
ン
ト
に
方
言
を
書
き
ま
す
。
作
っ
た
カ
ー
ド

を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
カ
ル
タ
大
会
を
し
ま
し
た
。

読
み
札
を
島
口
で
読
む
と
き
、と
て
も
複
雑
な
音
で

聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
英
語
と
つ
な

げ
な
が
ら
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
少
し
、
奄
美
の
方
言
に
つ
い

て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
奄
美
の
方
言
は
、難
し
く
て
文
字
で
は
表
せ
な
い

よ
う
な
複
雑
な
音
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
奄
美

の
方
言
を
大
切
に
思
い
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
奄
美
の
言
葉
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
私
た
ち
の
自
慢
で

す
。誇
り
で
す
。

　
私
に
、そ
れ
が
で
き
る
か
不
安
で
す
。だ
か
ら
、私

は
今
日
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
い
る
た
た
み
屋
さ
ん

に
出
か
け
て
行
く
の
で
す
。

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
た
た
み
屋
さ
ん
で
す
。お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
友
だ
ち
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
の
会
話
を
聞
い
て
も
、全
然
分
か
り
ま
せ
ん
。

二
人
は
、
奄
美
の
方
言
を
話
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

同
じ
日
本
語
を
話
し
て
い
る
と
は
、と
て
も
思
え
ま

せ
ん
。

　
奄
美
の
方
言
は
、聞
い
て
い
る
と
と
て
も
難
し
い

で
す
。
中
に
は
、「
あ
り
が
っ
さ
ま
り
ょ
う
た
」
の
よ

う
に
分
か
り
や
す
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、「
か
ん

む
ん
」「
も
ら
よ
う
ろ
」
な
ど
、
そ
の
意
味
を
教
え
て

も
ら
っ
て
も
、今
の
言
葉
と
ど
こ
が
ど
う
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
聞
い
て

も
全
然
理
解
で
き
な
い
奄
美
の
方
言
に
つ
い
て
、今

年
は
面
白
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
私
は
、去
年
か
ら
戸
口
に
あ
る「
放
浪
館
」と
い
う

場
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。本
が
た
く
さ
ん
あ
る
施
設

で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
こ
で
は
、一
カ
月
に
一
回
、奄
美
の
自
然
や
伝

統
行
事
、伝
統
食
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
は
、
島
口
と
英
語
を
使
っ
て

カ
ル
タ
を
作
る
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。同
じ
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
島
口
と
英
語
で
カ
ル
タ
を
作
り
ま
す
。例

え
ば
、「
お
母
さ
ん
」だ
っ
た
ら
英
語
で
マ
ザ
ー
と
書

学
生
の
部
　佳
　
作

　「
受
け
つ
が
れ
て
き
た
も
の
」

戸
口
小
学
校
６
年
　
山
口
　
京
桜

　
島
唄
を
調
べ
る
と
、
唄
半
学
と
い
う
言
葉
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
歌
詞
の
意
味
を
知

ら
ず
に
、
た
だ
音
だ
け
で
島
唄
を
聞
い
て
い
た
の

だ
が
、
唄
半
学
を
知
っ
て
か
ら
は
歌
詞
に
も
注
目

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
番
考
え
さ
せ
ら

れ
た
島
唄
が
、
沖
永
良
部
島
の
『
烏
賊
曳
き
』だ
。

　
私
は
、
て
っ
き
り
仕
事
唄
だ
と
勘
違
い
し
て
い

た
。
歌
詞
を
知
っ
て
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
私
自

身
、
も
う
十
一
年
間
も
原
因
不
明
の
闘
病
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
体
は
衰
弱
し
、
心
も
病
み
、
寝
た
き

高
校・一
般
の
部
　佳
　
作

島
唄
に
教
え
ら
れ
〜
私
に
と
っ
て
の
唄

半
学
〜
　
　
　
　
　
千
葉
県
松
戸
市
　
森
　
惇

高
校・一
般
の
部
　佳
　
作

　
い
つ
か
あ
な
た
の
故
郷
へ

東
京
都
西
東
京
市
　
川
島
　
あ
ゆ
み
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私
は
、
あ
る
時
ま
で
ず
っ
と
自
分
が
生
ま
れ
、
育

ち
、
住
ん
で
い
る
こ
の
島
の
こ
と
に
無
関
心
だ
っ

た
。
島
唄
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
小
学
４
年
生
の
秋
、
県
外
か
ら
転
校
生
が
来
た
。

そ
の
子
は
、
私
よ
り
ず
っ
と
上
手
に
島
唄
を
歌
っ

て
い
た
。
私
は
そ
の
姿
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。
私

も
こ
の
子
の
よ
う
に
、
す
ら
す
ら
と
島
唄
を
歌
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
、と
初
め
て
思
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
私
も
他
の
人
た
ち
の
島
唄
を
聞

き
、
歌
え
る
と
こ
ろ
は
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、

他
の
人
に
聞
い
て
覚
え
た
り
、
他
の
と
こ
ろ
で

や
っ
て
い
る
種
下
ろ
し
に
自
主
的
に
参
加
し
た
り

し
て
、
島
唄
を
覚
え
る
努
力
を
重
ね
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
ま
だ
一
つ
の
部
分
し
か
歌
え
な
か
っ
た
最

初
の
こ
ろ
よ
り
、
一
つ
の
歌
を
歌
い
、
歌
の
意
味
ま

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
種
下

ろ
し
で
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
大
き
な
声
で
い

き
い
き
と
歌
い
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
島
唄
の
部

分
を
知
ら
な
い
人
に
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
た
ま
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
る
。

「
島
唄
と
か
島
口
と
か
、
覚
え
て
も
い
つ
か
島
を
出

る
ん
だ
し
、
意
味
が
な
い
。
」

　
私
は
、
こ
れ
を
聞
き
、
分
か
っ
て
い
な
い
な
あ
、

と
思
う
。
島
を
出
て
も
、
他
の
県
の
人
と
、
自
分

の
島
の
こ
と
を
語
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ

　
勤
め
先
の
老
人
ホ
ー
ム
で
、
Ａ
さ
ん
は
い
つ
も

「
き
ば
り
よ
ー
」
と
職
員
を
激
励
し
て
い
た
。
奄
美

地
方
出
身
の
彼
女
は
百
歳
を
優
に
超
え
て
い
て
、

よ
く
故
郷
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
認
知
症
の
せ
い
で
、
何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返

し
た
。
十
八
番
は
幼
い
頃
に
家
族
で
行
っ
た
漁
の

話
。
毒
を
持
つ
木
の
皮
を
布
の
袋
で
包
み
、
川
や
海

で
も
み
出
す
。
す
る
と
、
水
面
に
プ
ク
プ
ク
と
、
麻

痺
し
た
魚
が
泡
を
出
す
の
だ
そ
う
だ
。
そ
こ
ま
で

い
け
ば
後
は
し
め
た
も
の
で
、
浮
い
て
き
た
鮮
や

か
な
獲
物
を
き
ょ
う
だ
い
で
取
り
合
う
よ
う
に
し

て
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。

　
私
は
こ
の
話
が
大
好
き
だ
っ
た
。と
い
う
よ
り
、

学
生
の
部
　佳
　
作

　
私
達
の
島
唄

龍
北
中
学
校
１
年
　
平
山
　
怜
乙
名

の
た
め
に
は
自
分
た
ち
の
島
の
こ
と
を
知
っ
て
お

く
こ
と
は
大
切
だ
。
そ
し
て
他
の
県
の
伝
統
を
知

る
た
め
に
も
島
の
伝
統
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
私
は
、
ま
だ
私
た
ち
の
島
の
唄
の
魅
力
に
気
付

い
て
い
な
い
人
た
ち
に
、
も
っ
と
島
の
も
つ
魅
力

や
良
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
が
歌
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
き
な
声
で
、
楽
し
く
、
哀
し
く
、
思
い
を
込
め
て
。

　
今
日
の
私
も
、
宿
題
を
し
な
が
ら
、
お
風
呂
に
入

り
な
が
ら
、
島
唄
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

 
 
 

り
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
日
々
に
生
き
づ

ら
さ
を
常
に
感
じ
て
い
た
。
自
分
の
苦
し
み
か
ら
抜

け
ら
れ
ず
、
他
人
の
感
情
が
入
っ
て
こ
な
い
状
態

だ
っ
た
。
し
か
し
、『
烏
賊
曳
き
』
の
歌
詞
を
知
っ
て

か
ら
島
唄
を
聞
く
と
、こ
の
男
性
の
言
い
よ
う
も
な

い
苦
し
い
感
情
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
親
を
思
う
気
持

ち
、
妻
に
会
い
た
い
気
持
ち
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
へ
の
愛
情…

…

、
男
性
の
無
念
さ
が
私
の
胸
を
強

く
打
っ
た
。

　
私
の
人
生
は
、
先
の
見
え
な
い
闘
病
生
活
に
重
苦

し
い
日
々
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
で
も
親
と
会
え
る
こ
と
や
、
妻
や
子
ど
も
と
一
緒

に
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
幸
せ
で
、

あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、『
烏
賊

曳
き
』
は
教
え
て
く
れ
た
。
唄
半
学
の
学
は
、
た
だ
の

学
問
で
は
な
く
、
人
生
学
な
の
だ
と
身
に
染
み
た
。

　
ま
た
、
他
に
も
与
論
島
の
『
昔
い
き
ん
と
う
』で
は
、

「
今
日
遊
ん
で
い
て
も
、
明
日
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な

い
命
を
持
っ
て
、
友
に
心
を
閉
ざ
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
（
共
通
語
訳
）
」と
い
う
歌
詞
が
あ
る
。
私
は
、
治
る

か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
闘
病
生
活
の
た
め
、
い
つ

の
間
に
か
健
康
な
人
達
に
嫉
妬
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
友
人
か
ら
見
舞
い
に
行
き
た

い
と
言
わ
れ
て
も
、
全
て
を
断
り
、
携
帯
電
話
さ
え

も
解
約
し
て
い
た
。

　
孤
独
を
望
ん
で
い
た
私
だ
っ
た
が
、こ
の
島
唄
を

聴
き
直
し
、
自
分
を
思
っ
て
く
れ
る
友
を
大
事
に
し

よ
う
と
思
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
命
の
儚
さ
を

知
っ
て
、
逆
に
こ
だ
わ
り
が
消
え
て
い
っ
た
。
ず
っ

と
絶
望
的
な
状
況
だ
と
思
っ
て
悲
観
し
続
け
て
い

た
私
だ
っ
た
が
、
島
唄
を
聞
き
終
わ
る
頃
に
は
、
少

し
前
向
き
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

こ
の
話
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
る
大

切
な
思
い
出
に
突
き
動
か
さ
れ
、
Ａ
さ
ん
の
瞳
は
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。
ま
る
で
そ
の
視
線
の
先
に
、

島
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
光
る
魚
た
ち
が
い
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
瞳
を
し
て
い
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
。
Ａ
さ
ん
が
車
椅
子
上
で
傾
い
て

い
た
。
原
因
は
脳
梗
塞
に
よ
る
半
身
不
随
。
医
師
か

ら
は
も
う
長
く
な
い
と
診
断
が
あ
り
、
職
員
で
終
末

期
ケ
ア
の
準
備
に
入
っ
た
と
き
、
居
室
か
ら
声
が
聞

こ
え
た
。
駆
け
つ
け
る
と
「
う
ー
。
う
ー
」
と
悔
し
そ

う
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
動
か
な
い
左
腕
を
右
手
で

殴
り
つ
け
て
い
た
。

　
大
自
然
で
育
ち
、
百
歳
を
超
え
る
ま
で
た
く
ま
し

く
生
き
て
き
た
Ａ
さ
ん
の
、
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

体
へ
の
喝
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
っ
た
。
き
っ
と
「
き

ば
り
よ
ー
。き
ば
り
よ
ー
」と
、
自
分
を
励
ま
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
超
高
齢
の
Ａ
さ
ん
に
耐
え

ら
れ
る
術
式
は
な
い
と
診
断
さ
れ
、
自
然
に
看
取
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
一
週
間
後
、
眠
る
よ
う
に

息
を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
。
今
で
も
雨
上
が
り
に
輝
く
水
た

ま
り
や
、
畑
に
き
ら
め
く
朝
露
を
見
る
と
、
Ａ
さ
ん

の
採
っ
た
魚
た
ち
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
い
つ

か
、
あ
の
頑
張
り
屋
さ
ん
で
真
っ
直
ぐ
な
Ａ
さ
ん
を

育
て
た
奄
美
の
島
々
に
行
っ
て
み
た
い
と
も
思
う
。

そ
れ
ま
で
「
き
ば
り
よ
ー
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
頑
張
ろ
う
。
大
好
き
な
Ａ
さ
ん
の
故
郷
を
き
っ
と

私
も
大
好
き
に
な
る
と
思
う
か
ら
。

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

ゆ    

ら

あ
つ
し

い
　
か
　
ひ

は
か
な
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令
和
３
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

夜
間
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

よ
ろ
ず
支
援

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

移
住
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
設
・
子
ど
も

子
育
て
応
援
課

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年

職
員
配
置
一
覧

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

そ
の
他

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

き
、
ヒ
ン
ト
に
方
言
を
書
き
ま
す
。
作
っ
た
カ
ー
ド

を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
カ
ル
タ
大
会
を
し
ま
し
た
。

読
み
札
を
島
口
で
読
む
と
き
、と
て
も
複
雑
な
音
で

聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
英
語
と
つ
な

げ
な
が
ら
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
少
し
、
奄
美
の
方
言
に
つ
い

て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
奄
美
の
方
言
は
、難
し
く
て
文
字
で
は
表
せ
な
い

よ
う
な
複
雑
な
音
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
奄
美

の
方
言
を
大
切
に
思
い
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
奄
美
の
言
葉
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
私
た
ち
の
自
慢
で

す
。誇
り
で
す
。

　
私
に
、そ
れ
が
で
き
る
か
不
安
で
す
。だ
か
ら
、私

は
今
日
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
い
る
た
た
み
屋
さ
ん

に
出
か
け
て
行
く
の
で
す
。

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
た
た
み
屋
さ
ん
で
す
。お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
友
だ
ち
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
の
会
話
を
聞
い
て
も
、全
然
分
か
り
ま
せ
ん
。

二
人
は
、
奄
美
の
方
言
を
話
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

同
じ
日
本
語
を
話
し
て
い
る
と
は
、と
て
も
思
え
ま

せ
ん
。

　
奄
美
の
方
言
は
、聞
い
て
い
る
と
と
て
も
難
し
い

で
す
。
中
に
は
、「
あ
り
が
っ
さ
ま
り
ょ
う
た
」
の
よ

う
に
分
か
り
や
す
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、「
か
ん

む
ん
」「
も
ら
よ
う
ろ
」
な
ど
、
そ
の
意
味
を
教
え
て

も
ら
っ
て
も
、今
の
言
葉
と
ど
こ
が
ど
う
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
聞
い
て

も
全
然
理
解
で
き
な
い
奄
美
の
方
言
に
つ
い
て
、今

年
は
面
白
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
私
は
、去
年
か
ら
戸
口
に
あ
る「
放
浪
館
」と
い
う

場
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。本
が
た
く
さ
ん
あ
る
施
設

で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
こ
で
は
、一
カ
月
に
一
回
、奄
美
の
自
然
や
伝

統
行
事
、伝
統
食
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
は
、
島
口
と
英
語
を
使
っ
て

カ
ル
タ
を
作
る
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。同
じ
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
島
口
と
英
語
で
カ
ル
タ
を
作
り
ま
す
。例

え
ば
、「
お
母
さ
ん
」だ
っ
た
ら
英
語
で
マ
ザ
ー
と
書

学
生
の
部
　佳
　
作

　「
受
け
つ
が
れ
て
き
た
も
の
」

戸
口
小
学
校
６
年
　
山
口
　
京
桜

　
島
唄
を
調
べ
る
と
、
唄
半
学
と
い
う
言
葉
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
歌
詞
の
意
味
を
知

ら
ず
に
、
た
だ
音
だ
け
で
島
唄
を
聞
い
て
い
た
の

だ
が
、
唄
半
学
を
知
っ
て
か
ら
は
歌
詞
に
も
注
目

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
番
考
え
さ
せ
ら

れ
た
島
唄
が
、
沖
永
良
部
島
の
『
烏
賊
曳
き
』だ
。

　
私
は
、
て
っ
き
り
仕
事
唄
だ
と
勘
違
い
し
て
い

た
。
歌
詞
を
知
っ
て
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
私
自

身
、
も
う
十
一
年
間
も
原
因
不
明
の
闘
病
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
体
は
衰
弱
し
、
心
も
病
み
、
寝
た
き

高
校・一
般
の
部
　佳
　
作

島
唄
に
教
え
ら
れ
〜
私
に
と
っ
て
の
唄

半
学
〜
　
　
　
　
　
千
葉
県
松
戸
市
　
森
　
惇

高
校・一
般
の
部
　佳
　
作

　
い
つ
か
あ
な
た
の
故
郷
へ

東
京
都
西
東
京
市
　
川
島
　
あ
ゆ
み
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私
は
、
あ
る
時
ま
で
ず
っ
と
自
分
が
生
ま
れ
、
育

ち
、
住
ん
で
い
る
こ
の
島
の
こ
と
に
無
関
心
だ
っ

た
。
島
唄
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
小
学
４
年
生
の
秋
、
県
外
か
ら
転
校
生
が
来
た
。

そ
の
子
は
、
私
よ
り
ず
っ
と
上
手
に
島
唄
を
歌
っ

て
い
た
。
私
は
そ
の
姿
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。
私

も
こ
の
子
の
よ
う
に
、
す
ら
す
ら
と
島
唄
を
歌
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
、と
初
め
て
思
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
私
も
他
の
人
た
ち
の
島
唄
を
聞

き
、
歌
え
る
と
こ
ろ
は
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、

他
の
人
に
聞
い
て
覚
え
た
り
、
他
の
と
こ
ろ
で

や
っ
て
い
る
種
下
ろ
し
に
自
主
的
に
参
加
し
た
り

し
て
、
島
唄
を
覚
え
る
努
力
を
重
ね
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
ま
だ
一
つ
の
部
分
し
か
歌
え
な
か
っ
た
最

初
の
こ
ろ
よ
り
、
一
つ
の
歌
を
歌
い
、
歌
の
意
味
ま

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
種
下

ろ
し
で
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
大
き
な
声
で
い

き
い
き
と
歌
い
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
島
唄
の
部

分
を
知
ら
な
い
人
に
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
た
ま
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
る
。

「
島
唄
と
か
島
口
と
か
、
覚
え
て
も
い
つ
か
島
を
出

る
ん
だ
し
、
意
味
が
な
い
。
」

　
私
は
、
こ
れ
を
聞
き
、
分
か
っ
て
い
な
い
な
あ
、

と
思
う
。
島
を
出
て
も
、
他
の
県
の
人
と
、
自
分

の
島
の
こ
と
を
語
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ

　
勤
め
先
の
老
人
ホ
ー
ム
で
、
Ａ
さ
ん
は
い
つ
も

「
き
ば
り
よ
ー
」
と
職
員
を
激
励
し
て
い
た
。
奄
美

地
方
出
身
の
彼
女
は
百
歳
を
優
に
超
え
て
い
て
、

よ
く
故
郷
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

　
認
知
症
の
せ
い
で
、
何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返

し
た
。
十
八
番
は
幼
い
頃
に
家
族
で
行
っ
た
漁
の

話
。
毒
を
持
つ
木
の
皮
を
布
の
袋
で
包
み
、
川
や
海

で
も
み
出
す
。
す
る
と
、
水
面
に
プ
ク
プ
ク
と
、
麻

痺
し
た
魚
が
泡
を
出
す
の
だ
そ
う
だ
。
そ
こ
ま
で

い
け
ば
後
は
し
め
た
も
の
で
、
浮
い
て
き
た
鮮
や

か
な
獲
物
を
き
ょ
う
だ
い
で
取
り
合
う
よ
う
に
し

て
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。

　
私
は
こ
の
話
が
大
好
き
だ
っ
た
。と
い
う
よ
り
、

学
生
の
部
　佳
　
作

　
私
達
の
島
唄

龍
北
中
学
校
１
年
　
平
山
　
怜
乙
名

の
た
め
に
は
自
分
た
ち
の
島
の
こ
と
を
知
っ
て
お

く
こ
と
は
大
切
だ
。
そ
し
て
他
の
県
の
伝
統
を
知

る
た
め
に
も
島
の
伝
統
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
私
は
、
ま
だ
私
た
ち
の
島
の
唄
の
魅
力
に
気
付

い
て
い
な
い
人
た
ち
に
、
も
っ
と
島
の
も
つ
魅
力

や
良
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
が
歌
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
き
な
声
で
、
楽
し
く
、
哀
し
く
、
思
い
を
込
め
て
。

　
今
日
の
私
も
、
宿
題
を
し
な
が
ら
、
お
風
呂
に
入

り
な
が
ら
、
島
唄
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

 
 
 

り
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
日
々
に
生
き
づ

ら
さ
を
常
に
感
じ
て
い
た
。
自
分
の
苦
し
み
か
ら
抜

け
ら
れ
ず
、
他
人
の
感
情
が
入
っ
て
こ
な
い
状
態

だ
っ
た
。
し
か
し
、『
烏
賊
曳
き
』
の
歌
詞
を
知
っ
て

か
ら
島
唄
を
聞
く
と
、こ
の
男
性
の
言
い
よ
う
も
な

い
苦
し
い
感
情
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
親
を
思
う
気
持

ち
、
妻
に
会
い
た
い
気
持
ち
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
へ
の
愛
情…

…

、
男
性
の
無
念
さ
が
私
の
胸
を
強

く
打
っ
た
。

　
私
の
人
生
は
、
先
の
見
え
な
い
闘
病
生
活
に
重
苦

し
い
日
々
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
で
も
親
と
会
え
る
こ
と
や
、
妻
や
子
ど
も
と
一
緒

に
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
幸
せ
で
、

あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、『
烏
賊

曳
き
』
は
教
え
て
く
れ
た
。
唄
半
学
の
学
は
、
た
だ
の

学
問
で
は
な
く
、
人
生
学
な
の
だ
と
身
に
染
み
た
。

　
ま
た
、
他
に
も
与
論
島
の
『
昔
い
き
ん
と
う
』で
は
、

「
今
日
遊
ん
で
い
て
も
、
明
日
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な

い
命
を
持
っ
て
、
友
に
心
を
閉
ざ
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
（
共
通
語
訳
）
」と
い
う
歌
詞
が
あ
る
。
私
は
、
治
る

か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
闘
病
生
活
の
た
め
、
い
つ

の
間
に
か
健
康
な
人
達
に
嫉
妬
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
友
人
か
ら
見
舞
い
に
行
き
た

い
と
言
わ
れ
て
も
、
全
て
を
断
り
、
携
帯
電
話
さ
え

も
解
約
し
て
い
た
。

　
孤
独
を
望
ん
で
い
た
私
だ
っ
た
が
、こ
の
島
唄
を

聴
き
直
し
、
自
分
を
思
っ
て
く
れ
る
友
を
大
事
に
し

よ
う
と
思
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
命
の
儚
さ
を

知
っ
て
、
逆
に
こ
だ
わ
り
が
消
え
て
い
っ
た
。
ず
っ

と
絶
望
的
な
状
況
だ
と
思
っ
て
悲
観
し
続
け
て
い

た
私
だ
っ
た
が
、
島
唄
を
聞
き
終
わ
る
頃
に
は
、
少

し
前
向
き
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

こ
の
話
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
る
大

切
な
思
い
出
に
突
き
動
か
さ
れ
、
Ａ
さ
ん
の
瞳
は
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。
ま
る
で
そ
の
視
線
の
先
に
、

島
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
光
る
魚
た
ち
が
い
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
瞳
を
し
て
い
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
。
Ａ
さ
ん
が
車
椅
子
上
で
傾
い
て

い
た
。
原
因
は
脳
梗
塞
に
よ
る
半
身
不
随
。
医
師
か

ら
は
も
う
長
く
な
い
と
診
断
が
あ
り
、
職
員
で
終
末

期
ケ
ア
の
準
備
に
入
っ
た
と
き
、
居
室
か
ら
声
が
聞

こ
え
た
。
駆
け
つ
け
る
と
「
う
ー
。
う
ー
」
と
悔
し
そ

う
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
動
か
な
い
左
腕
を
右
手
で

殴
り
つ
け
て
い
た
。

　
大
自
然
で
育
ち
、
百
歳
を
超
え
る
ま
で
た
く
ま
し

く
生
き
て
き
た
Ａ
さ
ん
の
、
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

体
へ
の
喝
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
っ
た
。
き
っ
と
「
き

ば
り
よ
ー
。き
ば
り
よ
ー
」と
、
自
分
を
励
ま
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
超
高
齢
の
Ａ
さ
ん
に
耐
え

ら
れ
る
術
式
は
な
い
と
診
断
さ
れ
、
自
然
に
看
取
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
一
週
間
後
、
眠
る
よ
う
に

息
を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
。
今
で
も
雨
上
が
り
に
輝
く
水
た

ま
り
や
、
畑
に
き
ら
め
く
朝
露
を
見
る
と
、
Ａ
さ
ん

の
採
っ
た
魚
た
ち
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
い
つ

か
、
あ
の
頑
張
り
屋
さ
ん
で
真
っ
直
ぐ
な
Ａ
さ
ん
を

育
て
た
奄
美
の
島
々
に
行
っ
て
み
た
い
と
も
思
う
。

そ
れ
ま
で
「
き
ば
り
よ
ー
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
頑
張
ろ
う
。
大
好
き
な
Ａ
さ
ん
の
故
郷
を
き
っ
と

私
も
大
好
き
に
な
る
と
思
う
か
ら
。

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

ゆ    

ら

あ
つ
し

い
　
か
　
ひ

は
か
な
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ュ
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カ
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お
知
ら
せ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

理
解
す
る
週
間

男
女
共
同
参
画

入口▶ up

down downup

WC WC

役場
２階
配置図

役場
１階
配置図

農林水産課
廣島 太陽

（幾里）

町民税務課
重原 龍成

（浦）

土地対策課
新島 楓大

（龍郷）

建設課
大瀬 詞文

（芦徳）

大勝保育所
安田 麻依子

（浦）

子ども
子育て応援課
貞 佑汰

（大勝）

しもん

■総務課 ☎６９-４５１１ 庁舎１階西側

町長 竹田 泰典　   副町長　則 敏光

教育長 碇山 和宏

■保健福祉課 ☎６９-４５１４ 地域包括支援センター ☎６９-４５１６ 庁舎１階西側

泉 和代・梅澤 邦子・坂元 奈々・作元 ひとみ・重田 ルナ・泰 淳子・龍宮 
美智乃・中江 友子・西峯 ゆき子・東 真智子・平田 美穂・廣 秀代

山下 智子・松田 まりん

伊勢 員尚・生 和美・武 裕志
竹山 保弘・中島 弘几

■子ども子育て応援課 ☎６９-４５５５ 庁舎１階西側

■町民税務課 ☎６９-４５１３・６９-４５１７ 庁舎１階西側

■教育委員会 りゅうがく館 1階

■建設課 ☎６９-４５２１ 庁舎１階東側 

■新規採用職員

■農林水産課 ☎６９-４５２４庁舎１階東側 

■企画観光課・プロジェクト推進室  ☎６９-４５１２ 庁舎２階東側

■生活環境課 ☎６９-４５２５庁舎１階東側 

■土地対策課 ☎６９-４５２８ 庁舎２階南側

■会計課 ☎６９-４５２７ 庁舎１階南側 ■当直室 庁舎１階東側

■議会事務局 ☎６９-４５３１ 庁舎２階西側

令和３年度職員配置一覧

会計年度任用職員
( 五十音順に表記）

年度任用

年度任用

赤塚 里香・髙野 洋子・松元 友絵年度任用

年度任用

蘇 瑠璃・川口 みどり
佐藤 愛・竹元 ゆう奈

年度任用

　　　　雨水 杏菜・碇山 正子・伊集院 綾乃
泉 純花・伊藤 恭子・岩切 博文・岩崎 美津代岩崎 皆絵・岩下 千代美・大郷 智賀子・尾形 一勝田 さやか
川畑 美香・楠元 奈津紀・坂元 遊野・迫地 航士・新島 幸代・塩田 ちあき・白原 悟大司 かおり・平 由美子
竹元 美歌・田畑 香澄・徳島 小夜美・豊山 和仙・中原 冨喜子・中村 綾花・永山 舞・中原 苑佳・辺木 安男
原田 忠男・東中 美鈴・福留 晶子・前田 不二男・松田 しのぶ・松村 智行・梅村 典利・丸田 珠理・三井 等
最上 奈美・森 謙介・嘉江 さゆり

年度任用

　　　　岡山 光徳・川畑 ゆりか・備 孝朗・前田 義幸・益田 豊茂・森 則和年度任用

　　　　里山 辰二・徳 健二・新納 操・牧畑 磨美・松原 公明年度任用

　　　　加藤 いち子・納 明朗
川上 貴子・説 龍一・對知 律次
辰巳 奈緒子・間弓 祐次郎
森 まゆみ

年度任用

　　　　田宮 さゆり・中村 祐子・村田 節子年度任用

　　　　田畑 三代亀・村田 和樹・安山 マリモ・山下 昭幸年度任用

岡山みかり
年度任用 年度任用

新規採用職員

令和３年４月1日
異動職員

◎昇任
○再任用職員

※消防分署、保育所は次号で掲載予定です。

課長
岡江 敏幸

◎危機管理対策監

圓野 剛章
課長補佐
最上 祐助

◎課長補佐
大司 孝博

係長
大司 直美

係長
丸山 拓大

主査
山口 慎也

主事
山田 翔平

主事
平田 駿

課長
勝元 隆

課長補佐
里園 一樹

◎技術補佐
勝 林太郎

主査
小林 淳一

主査
牧 寿志

主査
田下 哲平

技師
里 真一

技師
大瀬  詞文

課長
満永 たまよ

課長補佐
音野 誠吾

主事
和田 走太

主事補
藤原 亮輔

係長
小林 いずみ

係長
森田 みのり

係長
里園 育乃

◎課長
加藤 寛之

課長補佐
松尾 昭宏

主査
岡村 綾乃

主事
碩 裕太

主事補
貞 佑汰

主査
川口 真由美

主査
牧 正二郎

保健師
南 香澄

局長
井 一馬

給食センター長
中村 恭作

次長
川畑 進弥

指導主事
當房 省吾

給食調理員
永井 かおり

主査
森山 えりか

主査
重田 美咲

主査
則岡 孝幸

主事
泉 梨恵

主事補
大道 悠周

〇再任用
松原 真美

主事
岩元 薫

課長
藤原 聡

課長補佐
納 久美子

係長
榮 顕太郎

主査
岩崎 智寛

主査
渡 俊也

◎主査
染川 和晃

主事
德禮 嵐

主事
泉 真理波

主事
重原 龍成

課長
迫地 政明

課長補佐
屋 浩仁

係長
森山 豊生

◎係長
森山 智大

主査
森山 和也

主査
赤尾 健太

課長
大吉 正一郎

◎課長
豊山 さゆり

〇再任用
村田 美鈴

◎課長補佐
大山 輝史

係長
迫地 信章

係長
里園 正登志

課長
園田 徳一

課長補佐
村山 健一郎

主査
加藤 美保

◎課長補佐
久保 岳大

主査
長谷場 涼太郎

主査
永井 直矢

主査
川畑 力

主査
碇山 小百合

◎主査
小松 大志

局長
備 秀朗

係長
菊田 みゆき

主事
盛島 洋也

主事補
丸田 舞比桜

◎課長
竹山 智幸

係長
満尾 憲一郎

主査
山田 樹

主事補
新島 楓大

主査
松井 拓大

主事補
中村 雄志郎

主査
岩下 寛

主事
廣島 太陽

主事補
板垣 倫平

■土地対策課

■企画観光課

■総務課

■保健福祉課

■建設課

■会計課 ■当直室

■農林水産課

■生活環境課■町民税務課

■子ども子育て
　応援課

■第1会議室■議会

■議会
　事務局 ■第2会議室

龍郷町役場　〒894-0192　鹿児島県大島郡龍郷町浦 110 番地

　　　　　　☎ ０９９７－６２－３１１１　Fax０９９７－６２－２５３５

教育委員会事務局☎６９-４５３２
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入口▶ up

down downup

WC WC

役場
２階
配置図

役場
１階
配置図

農林水産課
廣島 太陽

（幾里）

町民税務課
重原 龍成

（浦）

土地対策課
新島 楓大

（龍郷）

建設課
大瀬 詞文

（芦徳）

大勝保育所
安田 麻依子

（浦）

子ども
子育て応援課
貞 佑汰

（大勝）

しもん

■総務課 ☎６９-４５１１ 庁舎１階西側

町長 竹田 泰典　   副町長　則 敏光

教育長 碇山 和宏

■保健福祉課 ☎６９-４５１４ 地域包括支援センター ☎６９-４５１６ 庁舎１階西側

泉 和代・梅澤 邦子・坂元 奈々・作元 ひとみ・重田 ルナ・泰 淳子・龍宮 
美智乃・中江 友子・西峯 ゆき子・東 真智子・平田 美穂・廣 秀代

山下 智子・松田 まりん

伊勢 員尚・生 和美・武 裕志
竹山 保弘・中島 弘几

■子ども子育て応援課 ☎６９-４５５５ 庁舎１階西側

■町民税務課 ☎６９-４５１３・６９-４５１７ 庁舎１階西側

■教育委員会 りゅうがく館 1階

■建設課 ☎６９-４５２１ 庁舎１階東側 

■新規採用職員

■農林水産課 ☎６９-４５２４庁舎１階東側 

■企画観光課・プロジェクト推進室  ☎６９-４５１２ 庁舎２階東側

■生活環境課 ☎６９-４５２５庁舎１階東側 

■土地対策課 ☎６９-４５２８ 庁舎２階南側

■会計課 ☎６９-４５２７ 庁舎１階南側 ■当直室 庁舎１階東側

■議会事務局 ☎６９-４５３１ 庁舎２階西側

令和３年度職員配置一覧

会計年度任用職員
( 五十音順に表記）

年度任用

年度任用

赤塚 里香・髙野 洋子・松元 友絵年度任用

年度任用

蘇 瑠璃・川口 みどり
佐藤 愛・竹元 ゆう奈

年度任用

　　　　雨水 杏菜・碇山 正子・伊集院 綾乃
泉 純花・伊藤 恭子・岩切 博文・岩崎 美津代岩崎 皆絵・岩下 千代美・大郷 智賀子・尾形 一勝田 さやか
川畑 美香・楠元 奈津紀・坂元 遊野・迫地 航士・新島 幸代・塩田 ちあき・白原 悟大司 かおり・平 由美子
竹元 美歌・田畑 香澄・徳島 小夜美・豊山 和仙・中原 冨喜子・中村 綾花・永山 舞・中原 苑佳・辺木 安男
原田 忠男・東中 美鈴・福留 晶子・前田 不二男・松田 しのぶ・松村 智行・梅村 典利・丸田 珠理・三井 等
最上 奈美・森 謙介・嘉江 さゆり

年度任用

　　　　岡山 光徳・川畑 ゆりか・備 孝朗・前田 義幸・益田 豊茂・森 則和年度任用

　　　　里山 辰二・徳 健二・新納 操・牧畑 磨美・松原 公明年度任用

　　　　加藤 いち子・納 明朗
川上 貴子・説 龍一・對知 律次
辰巳 奈緒子・間弓 祐次郎
森 まゆみ

年度任用

　　　　田宮 さゆり・中村 祐子・村田 節子年度任用

　　　　田畑 三代亀・村田 和樹・安山 マリモ・山下 昭幸年度任用

岡山みかり
年度任用 年度任用

新規採用職員

令和３年４月1日
異動職員

◎昇任
○再任用職員

※消防分署、保育所は次号で掲載予定です。

課長
岡江 敏幸

◎危機管理対策監

圓野 剛章
課長補佐
最上 祐助

◎課長補佐
大司 孝博

係長
大司 直美

係長
丸山 拓大

主査
山口 慎也

主事
山田 翔平

主事
平田 駿

課長
勝元 隆

課長補佐
里園 一樹

◎技術補佐
勝 林太郎

主査
小林 淳一

主査
牧 寿志

主査
田下 哲平

技師
里 真一

技師
大瀬  詞文

課長
満永 たまよ

課長補佐
音野 誠吾

主事
和田 走太

主事補
藤原 亮輔

係長
小林 いずみ

係長
森田 みのり

係長
里園 育乃

◎課長
加藤 寛之

課長補佐
松尾 昭宏

主査
岡村 綾乃

主事
碩 裕太

主事補
貞 佑汰

主査
川口 真由美

主査
牧 正二郎

保健師
南 香澄

局長
井 一馬

給食センター長
中村 恭作

次長
川畑 進弥

指導主事
當房 省吾

給食調理員
永井 かおり

主査
森山 えりか

主査
重田 美咲

主査
則岡 孝幸

主事
泉 梨恵

主事補
大道 悠周

〇再任用
松原 真美

主事
岩元 薫

課長
藤原 聡

課長補佐
納 久美子

係長
榮 顕太郎

主査
岩崎 智寛

主査
渡 俊也

◎主査
染川 和晃

主事
德禮 嵐

主事
泉 真理波

主事
重原 龍成

課長
迫地 政明

課長補佐
屋 浩仁

係長
森山 豊生

◎係長
森山 智大

主査
森山 和也

主査
赤尾 健太

課長
大吉 正一郎

◎課長
豊山 さゆり

〇再任用
村田 美鈴

◎課長補佐
大山 輝史

係長
迫地 信章

係長
里園 正登志

課長
園田 徳一

課長補佐
村山 健一郎

主査
加藤 美保

◎課長補佐
久保 岳大

主査
長谷場 涼太郎

主査
永井 直矢

主査
川畑 力

主査
碇山 小百合

◎主査
小松 大志

局長
備 秀朗

係長
菊田 みゆき

主事
盛島 洋也

主事補
丸田 舞比桜

◎課長
竹山 智幸

係長
満尾 憲一郎

主査
山田 樹

主事補
新島 楓大

主査
松井 拓大

主事補
中村 雄志郎

主査
岩下 寛

主事
廣島 太陽

主事補
板垣 倫平

■土地対策課

■企画観光課

■総務課

■保健福祉課

■建設課

■会計課 ■当直室

■農林水産課

■生活環境課■町民税務課

■子ども子育て
　応援課

■第1会議室■議会

■議会
　事務局 ■第2会議室

龍郷町役場　〒894-0192　鹿児島県大島郡龍郷町浦 110 番地

　　　　　　☎ ０９９７－６２－３１１１　Fax０９９７－６２－２５３５

教育委員会事務局☎６９-４５３２
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●一般書● ●児童書●
・『５分後に意外な結末Q』桃戸 ハル/学研プラス

・『パラリンピックは世界をかえる』
ローリー・アレクサンダー/福音館書店

・『池の水なぜぬくの？』安斉 俊/くもん出版

・『サイコーの通知表』工藤 純子/講談社

・『学校、行かなきゃいけないの？』
雨宮 処凛/河出書房新社

・『おとなを動かす悩み相談クエスト』山崎 聡一郎/小学館

・『こびと大図鑑』なばた としたか/ロクリン社

・『ウンコロジー入門』伊沢 正名/偕成社　　　　　　　
・『いえでをしたてるてるぼうず』にしまき かやこ/こぐま社

他

・『ジソウのお仕事』青山 さくら/フェミックス

・『犬と一緒に生き残る防災BOOK 決定版』
犬防災編集部/日東書院本社

・『シルバー川柳10』全国有料老人ホーム協会/ポプラ社

・『基礎からわかるはじめての陶芸』学研プラス編/学研プラス

・『きちんと身につく着かたの教科書』
木下着物研究所/日本文芸社

・『やさしい大正琴講座』泉田 由美子/自由現代社

・『赤ちゃんとキッズの肌育＆スキンケア』
佐々木 りか子/主婦の友社

・『発達障害の人の「就労支援」がわかる本』梅永 雄二/講談社

・『博物館が語る奄美の自然・歴史・文化』
奄美市立奄美博物館/南方新社

他

令和3年６月号
　梅雨明けが待ち遠しい今日この頃。気温が高くなり、日も随分と長くなり
ました。雨音に耳を傾けながら、ゆっくりと本を楽しむのもよいですね。

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

キッズラントレ
秋本 真吾/KADOKAWA
　土台があってこそ、最
速の走りが手に入る。正
し い 姿 勢 、力 強 い 腕 振
り、足の使い方。指導経
験多数のトレーナーに
よる子ども専用のフィ
ジカルトレーニングを
紹介します。

食材のトリセツ
農林水産省/マガジンハウス
　農林水産省が全面取
材協力。省内でも話題の

「食材」のエキスパート
たちが伝授する日本の
美味い知恵。とことん研
究して魅力を知り尽く
したプロの知識を集め
ました。

しごとのふしぎなぜ？
どうして？
藤田 晃之/高橋書店
　エンジニアって何？
社長ってふだん何して
いるの？やりたい仕事
はどうやって探せばい
いの？仕事にまつわる

「なぜ？」にずばり答え
る本です。

ちっちゃな生きもの
たち カタツムリ
スージー・ウィリアムズ/化学
同人
　身近にいるちっちゃ
な生きものたちの知っ
ているようで知らない
生態をかわいいイラス
トで紹介します。

令和３年度生涯学習県民大学講座

西郷菊次郎翁生誕160周年記念講座
講座１
10：30

～12：00
講話  「菊次郎が考え、なしえたこと」
りゅうがく館講堂

講師  鹿児島県立開陽高等学校通信制課程教頭
　　　吉満 庄司 氏

講座２
13：00

～14：30
 「菊次郎を育んだ故郷を歩く」
島のブルース歌碑前集合

講師  まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会
　　　代表理事  東川 隆太郎 氏

別紙チラシにてお申込みください。お問い合わせは、りゅうがく館事務室までご連絡ください。

受講料
無料
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マイナンバーカード手続きについて
夜間対応いたします

要予約

毎月第１・第３ 月曜日
午後５時15分～午後８時15分

令和３年６月～

マイナンバーカード受け取り
電子証明書更新・新規発行
電子証明書暗証番号再設定
マイナンバーカード券面記載事項更新
その他マイナンバーカードに係る手続き

取
扱
業
務

●平日夜間開庁時の対応は完全予約制とさせていただきます。

●予約状況によっては、ご希望の時間帯に対応できないことが
あります。あらかじめご了承ください。

●上記取扱業務以外の住所異動届、各種証明書の発行、印鑑登
録、離島割引カード発行等はできませんのでご了承ください。

問い合わせ・予約   役場町民税務課  ☎６９-４５１９

わきゃシマの玉黄金

5 may

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　   　  なぎさ

横尾 凪咲ちゃん  R２.５.16生

  瀬留　父  伸広   母   尚美

　　　　　      い つ き

大尾 惟月くん  R２.５.８生

赤尾木  父  優介   母   美咲

　　　　　   　   きよは

中山 清葉ちゃん  R２.５.29生

  大勝　父  廣尚   母   摩里

　　　　　     　 せ  な

松尾 星那ちゃん  R２.５.23生

  芦徳　父  康平   母   早知子

に
い

ちゃん、だぁーいすきっ
！大
尾家、牛耳ってます！（笑
）

ばぁばだいすき♡

あ
ん

よが上手になってきたよ
！
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キツネノボタン
　小さな黄色の花が目に付く植物です。葉の形がミ

ツバに似ていると感じる人も多いのではないで

しょうか？ミツバは食用ですが、こちらは毒がある

ので食べられません。草食の生き物にはエサとして

与えないように注意が必要です。

　葉を揉み込み爽やかな香りがする方がミツバで

青臭い香りがする方がキツネノボタン。葉の香りで

確認すると区別しやすいですよ。

【
４
月
届
出
】
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新型コロナウイルス感染症 ワクチン接種

龍郷町公式ホームページ

　龍郷町では、国の示す接種順位に沿って、ワクチン接種ができる

よう準備を進めており、第2期ワクチン接種は高齢者、基礎疾患の

ある方を対象に、令和3年6月14日から開始します。

　また、第３期以降の準備も進めております。町民の皆様に安心し

てワクチン接種をしていただけるよう、ワクチン接種に関する情報を

随時更新していきます。

　引き続き、基本的な感染予防の徹底をよろしくお願いいたします。

接種券、接種方法等のご相談（平日９時～17時）
龍郷町ワクチン接種コールセンター
☎０９９７（６９）４５７９

副反応等のご相談（土日祝含む10時～17時）
コロナ相談かごしま
☎０９９（８３３）３２２１

ワクチンに関する情報はこちら→

　

※ワクチン接種は強制ではありません
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嘉渡８㊋・22㊋　円２㊌・９㊌・16㊌・23㊌・30㊌

安木屋場１㊋・８㊋・15㊋・22㊋・29㊋

瀬留１㊋・15㊋　玉里５㊏・19㊏　屋入11㊎　浦 14㊊

大勝16㊌　川内18㊎　中勝３㊍・17㊍12：00～　

下戸口 20㊐　中戸口 10㊍15:00～　上戸口１㊋・15㊋

手広 20㊐赤尾木 １㊋・21㊊9：00～

芦徳 ９㊌20：00～・14㊊・23㊌20：00～・27㊐

６月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：17件 2021.５.10現在

問  役場生活環境課☎（６９）４５２５

 ８：４０～ 

９：１０～

９：３０～

９：４５～

１０：０５～

１０：２５～

１０：４５～

１１：１０～

１３：２０～

１３：４５～

１４：１５～

１４：４０～

１５：１０～

９：０５

９：２５

９：４０

１０：００

１０：２０

１０：４０

１１：０５

１１：３０

１３：３０

１４：００

１４：３０

１５：００

１５：３０

玉里コミュニティセンター

瀬留生活館

久場へき地集会場

龍郷保健福祉館

安木屋場公民館

円公民館

嘉渡生活館

秋名コミュニティセンター

屋入公民館

川内へき地集会所

上戸口公民館

中戸口公民館

下戸口公民館

８：４５～

１０：４５～

１１：２０～

１３：１０～

１４：００～

１４：３５～

１５：１０～

１０：２５

１１：１０

１１：５０

１３：３５

１４：２５

１５：００

１５：４５

役場 正面玄関

浦生活館

大勝生活館

中勝公民館

手広地区振興センター

芦徳公民館

赤尾木公民館

犬の登録 および巡回狂犬病予防接種日程
月日 時　間 会　場月日 時　間 会　場

6/
  12
    （土）

6/
  13
    （日）

令和３年度

○どの会場でも予防接種を受けることが出来ます。
     ご都合のいい会場にお越しください。

○注射料金＋注射済票交付手数料 ３，４００円(１頭あたり）

○新規登録手数料 ３，０００円（転入した際の変更届は無料）

○必ず、首輪・引き綱（リード)を着用すること。 

○排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。 

問  役場生活環境課　☎６９－４５２５

※ 犬 の 転 居・譲 渡・死 亡 な ど 登 録 事 項 に 変 更 が
　 あ る 場 合 は 、役 場 へ の 届 出 が 必 要 で す 。

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

保セ…どぅくさぁや館

がく館  …りゅうがく館

秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～　
大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～
芦徳　第1・３・４・５月曜  午後２時～

■楽らく体操教室

■どぅくさ会
　明記がない場合は…14:00~

■どぅくさ会 玉里

■どぅくさ会  円
　芦徳20:00～

■乳児健診
　 保セ 12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　 中戸口15:00~

民児協定例会
■保健センター開放
サロン10:30~12:00
■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会 屋入

　
■狂犬病予防接種
　下記参照　　

危険物安全週間
（~13）

■保健センター開放
■楽らく芦

■どぅくさ会 
　嘉渡・安木屋場

■どぅくさ会  円人権擁護委員の日
■どぅくさ会 
　安木屋場・瀬留
　上戸口・赤尾木

　
■2歳半・5歳児歯科
健診   保セ 13：00～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

■保健センター開放
■男性料理教室
　秋名10：00～
■でぃでぃ
■楽らく川

男女共同参画週間
（~29）

■どぅくさ会 
　円・芦徳20:00~

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放
サロン10:30~12:00
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会 
　下戸口・手広

■保健センター開放
■楽らく芦
■どぅくさ会 
　赤尾木9:00~

■母・父・寡相談会
（要予約）役場18:30～

■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場

■どぅくさ会 芦徳
定例駐在員会

■保健センター開放
■楽らく芦

■３歳半健診
　 保セ 12：30～
■どぅくさ会 
　安木屋場

■特定健診・各種
がん検診  秋名
■どぅくさ会  円

■たつごう在宅家族
の会 がく館 13：30～
■どぅくさ会 
　円・大勝

■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　中勝12:00~

■保健センター開放
相談日（かがやき）10:30~
■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会 川内

 

■わくわく体操
　がく館 18:00~
■どぅくさ会 玉里

　
■狂犬病予防接種
　下記参照

■保健センター開放
■どぅくさ会 
　浦・芦徳

■どぅくさ会 
　安木屋場・瀬留
　上戸口

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：５月１日

旧：５月15日

龍郷町行事予定６月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30


